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３  要 旨 

(1) 「こがねもち」（穂発芽性易）、「ササニシキ」（穂発芽性中）、「ひとめぼれ」（穂発芽性難）の発芽速度を比

較すると、「ひとめぼれ」＜「ササニシキ」＜「こがねもち」であり、発芽温度が低いと品種間差が大きくなっ

た。 

(2)「ひとめぼれ」は、浸種水温が低いほど、長期間にわたり浸種しても浸種の効果が低く、発芽率が高まら

なかった。 

(3)「ひとめぼれ」は、登熟後半の気温が高い条件あるいは登熟期前半の気温が低く、登熟前半と後半の気

温較差が小さい条件で休眠が深くなり、登熟期後半の気温が低く、登熟前半と後半の気温較差が大きい条

件で休眠が浅くなる傾向が認めれた。 

(4) 以上から「ひとめぼれ」は、登熟期の温度条件によって休眠が深くなる場合があり、休眠覚醒が不十分

な状態では、浸種水温が低いと浸種を行っても発芽が均一にならないことから、浸種水温が低くならないよ

う注意が必要である。


